
 
 

Kooperationsvortrag in Kyoto (19. April, 2017) 
 
Liebe Alumni der Universität Heidelberg in Japan, 
 
*Japanese attached* 
 
Am Mittwoch, den 19. April 2017, wird sich Herr Prof. Harald Fuess (Universität Heidelberg) 
in einem Vortrag mit endemischen Konflikten, Waffenhandel und der Meiji-Restauration aus 
global-historischer Perspektive mit Focus auf Japan beschäftigen. 
Die Veranstaltung findet im Rahmen der gemeinsamen Vortragsreihe des Kyoto University 
European Center, Heidelberg Office und des Heidelberg University Office, Kyoto (HUOK), 
statt. Dem Vortrag folgt ein Kommentar von Prof. Naoto Kagotani (Kyoto University). Auch 
dieses Mal sind die Teilnehmer eingeladen, die Diskussion nach dem Vortrag bei einem 
kleinen Umtrunk im Heidelberg University Office, Kyoto, fortzusetzen. 
Veranstaltungssprache ist Japanisch.  
 
Datum: 19.04.2017 
Beginn: 18.15 Uhr (Registrierung ab 18.00 Uhr) 
Ende: 19.45 Uhr 
Ort: Kyoto University, Erdgeschoss Yoshida International House, Raum 1 
Anmeldung erwünscht unter: 
info@huok.uni-heidelberg.de 
 
Bitte entnehmen Sie weitere Programmdetails der japanischen Ankündigung im Anhang. 
 
Beste Grüße aus Kyoto, 
 
Sabine Schenk & Aya Murakami 
Heidelberg University Office, Kyoto 
 
Herzliche Grüße aus Heidelberg,  
 
Silke Rodenberg 
Heidelberg Alumni International 
  
Heidelberg Alumni Japan (HAJP) 
http://www.alumni.uni-heidelberg.de/hajp/index.html 
 
Heidelberg University Office, Kyoto (HUOK) 
www.huok.uni-heidelberg.de 
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第三回	 日独 ジョイントレクチャー開催のお知らせ 
 

桜の便りが次々に聞かれ、春風の心地よい季節になりました。皆様には、お元気でご活

躍のことと存じます。 
 
さて、この度は、ハイデルベルク大学京都オフィスと京都大学ハイデルベルクオフィスの共

催で、日独ジョイントレクチャーを開催いたします。第三回となる今回は、ハイデルベルク大

学トランスカルチュラル・スタディーズセンターよりハラルド・フース教授をお迎えし、下記

のとおりレクチャーを行います。 
 
ご多用中とは存じますが多くの皆様のご参加をお待ち申し上げまして ご案内申し上げます。 
 
 

〜第三回	 日独ジョイントレクチャー〜 
 

「日本史をグローバル史の視点からとらえる： 
蔓延する暴力、国際武器貿易と明治維新」 

 
(ハイデルベルク大学トランスカルチュラル・スタディーズセンター 

ハラルド・フース教授） 
 
 
	 日本の近代化の幕開けを告げることになった明治維新。欧米列強の経済的・軍事的な脅

威が政治的、社会的な改革を進めたとされています。その当時の日本に英・米・仏・独な

どから大量の武器が輸入されていました。 
	 その意味するところは？ 
 
	 フース教授は日本の近現代史におけるグローバル化を研究されています。今回のレクチ

ャーでは幕末の交易が専門の籠谷直人教授（人文科学研究所）をコメンテータに迎え、武

器貿易を切り口に明治維新の捉え方についてお話いただきます。 
 
	 どなたでもご参加いただけますので、多くの皆様のご来場をお待ちしています。なお、

レクチャーは日本語で行われます。 
 
記 
 
日時：2017年 4月 19日（水）	 18:15〜19:50 （受付 18:00〜	 ） 
会場：京都大学吉田国際交流会館１階南講義室	 （吉田南構内） 
 
 



スケジュール 
 
18:20 開会挨拶 
 京都大学人文科学研究所長 
 教授	 高木博志 
 
18:25 レクチャー 
 ハイデルベルク大学トランスカルチュラル・スタディーズセンター 
 ハラルド・フース教授 
 「日本史をグローバル史の視点からとらえる： 
 	 蔓延する暴動、国際武器貿易と明治維新」 
 
19:05 解説 
 京都大学人文科学研究所 
 教授	 籠谷直人 
 
19:25 質疑応答、ディスカッション 
 
19:45 レセプション（於：ハイデルベルク大学京都オフィス） 
 
20:30 閉会 
 
司会進行：サビーネ・シェンク（ハイデルベルク大学京都オフィス） 
 神野	 智世子（京都大学学術研究支援室） 
以上 
 
(*)	 日独ジョイントレクチャーは、相互にオフィスを持つハイデルベルク大学と京都大学
が両大学の学術交流の深化と発展を記として不定期に開催されるものです。 
 
 
参加登録は、4 月 17 日（月）までに氏名、所属機関を記載の上、以下のメールアドレス宛
ご連絡ください。 
 
参加登録・問合せ先： 
ハイデルベルク大学 京都オフィス（HUOK） 
Email: info@huok.uni-heidelberg.de 
Tel: 075-753-5413 
 
 
 
 
 
 
 
 



講師プロフィール 
 
ハラルド	 フース（Harald Fuess）教授： 
ハイデルベルク大学 Heidelberg Center for Transcultural Studies(HCTS) 歴史学教授。ヨー
ロッパ日本研究協会（EAJS）名誉会長。研究分野は日本の近現代史におけるブローバル化。
主に社会、経済、法律分野を専門に研究活動を行っている。プリンストン大学 B.A.、上智
大学留学、東京大学社会科学研究所外国人客員研究員、ハーバード大学 Ph.D. 
http://www.asia-europe.uni-heidelberg.de/de/personen/person/persdetail/fuess.html 
 
籠谷直人教授： 
京都大学人文科学研究所教授。専門分野は日本経済史。戦前期日本の工業化と華僑ネット

ワークをテーマに研究活動を行っている。 
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/zinbun/members/kagotani.htm 
 
 
 
ハイデルベルク大学京都オフィス 
http://huok.uni-heidelberg.de/ 
京都大学ハイデルベルクオフィス 
http://www.oc.kyoto-u.ac.jp/overseas-centers/eu/about/heidelberg/  
 
ハイデルベルク アルムニ ヤパン(HAJP) 
 http://www.alumni.uni-heidelberg.de/hajp/index.html 
 
2017年 4月 6日 	
	

ハイデルベルク アルムニ インターナショナル 
シルケ ローデンベルク  
 
ハイデルベルク大学京都オフィス  
サビーネ シェンク 	
村上	彩	

	
 
 
 
 


